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慶應義塾大学　日本語・日本文化教育センター紀要
『日本語と日本語教育』46： 110（2018.3）

〔大学院文学研究科修士論文〕

公的な謝罪の場面における談話構造と表現形式の研究

姜   茹  楠
これまで配慮表現の中に見られる謝罪の研究は会話を対象にするものが多く、公
的な場面で、一方的に発信する謝罪についての研究がほとんどなかった。
本稿ではテレビやラジオで放送された記者会見での謝罪や、番組内での謝罪、ま
た、囲み取材での謝罪を材料とし、公的な場面における謝罪の談話構造と表現形式
について分析したものである。
まず、記者会見をおおむね三つに分けた。「自分の過ちに対して謝罪する場合」、

「身内の過ちに対して謝罪する場合」、「組織として謝罪する場合」である。記者会見
で謝罪する場合の談話構造は主に、
会見開始の挨拶→会見開催の主旨説明→謝罪→事情説明→謝罪→質疑応答→会
見終了部分の謝罪・反省→しめくくりの一言

のようなモデルになる。謝罪表現は「ご迷惑をおかけしました」、「ご心配をおかけ
しました」などの描写系から始まり、「お詫び申し上げます」などのような遂行系の
後、「本当に申し訳ありませんでした」などの表出系の謝罪表現で終わる例が多く見
られた。
次に、番組内で謝罪する場合を取り上げた。番組内で謝罪する場合の談話構造は
記者会見よりシンプルになり、
冒頭部分の謝罪→反省・感謝→終了の挨拶

とモデル化される。また、謝罪するときに使われる表現は二通りに分かれ、当事者
は描写系、司会者は遂行系の表現を使う例がよく見られた。
最後に、囲み取材で謝罪する場合を取り上げた。囲み取材で謝罪する場合の談話
構造は、
冒頭の挨拶→主旨説明→謝罪→質疑応答→終了の謝罪

のようにモデル化される。また、この部分で使われた謝罪表現は「ご迷惑をおかけ
しました」、「ご心配をおかけしました」などの描写系から始まり、「お詫び申し上げ
ます」などのような遂行系、「本当に申し訳ありませんでした」などの表出系の謝罪
表現で終わる例が多く見られた。
本稿では記者会見、番組内、囲み取材という公的な場面での謝罪について、その
談話構造と表現形式を分析してみたが、分析対象とした事例は番組や会見を録画し
たものを使用したので、用例数が限られている。したがって、本稿で出した結論は
すべての公的な場面での謝罪に適用できるかどうかはまだ検証する必要があると思
う。


